



































































福祉教育開発センター紀要　第 12 号（2015 年 3 月）
─　3　─




























































































































　分析対象となる調査協力者の概要・属性は、表 1の通りである。10 代後半から 40 代前半の
31 人で平均年齢は 27.5 歳、男性 18 人（平均 29.1 歳）、女性 13 人（平均 25.2 歳）であった。
　最終学歴は、中学校卒業が 10 人（このうち高校進学後中途退学が 5人）、高校卒業が 13 人（高
校卒業資格を取得できる高等専修学校・専門学校、特別支援学校（旧・養護学校）高等部を含
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表１　調査協力者の概要・属性
























3 20代 男 中卒
（高認中）
家庭（一時ホームレス）→自ホーム（19）→独居 非正規 賃貸 未婚 単身
4 20代 女 高卒 家庭→養護→家庭→自ホーム（19）→独居 正規 賃貸 未婚
（婚約）
単身




非正規 賃貸 未婚 単身 有





7 20代 女 高卒 家庭→養護（18）→独居（職場寮→アパート） 非正規 賃貸 未婚 単身





非正規 賃貸 未婚 単身 有
9 20代 女 短大卒 家庭→養護→家庭→養護（20）→独居→【家庭】 非正規 賃貸 既婚 夫・子
10 20代 女 高卒 家庭→養護（18）→独居 正規 賃貸 未婚 単身





12 20代 男 高卒
（定時制）
家庭（一時親戚宅）→養護（19歳）→独居 非正規 賃貸 未婚 単身




無職、生保 賃貸 未婚 単身
14 20代 女 大卒 家庭→母子→家庭→養護→家庭→養護（18）→独居→
【家庭】
正規 賃貸 既婚 夫・出産
予定
有
15 20代 男 高卒 乳児→養護→独居（職場寮、一時ホームレス）→自
ホーム（20）→独居
非正規 賃貸 未婚 単身 有
16 20代 女 大卒 家庭→養護（18）→独居（職場寮→アパート） 正規 賃貸 未婚
（婚約）
単身 有




非正規 賃貸 既婚 夫・子
18 20代 男 大卒 乳児→養護（18）→独居（職場寮→アパート） 正規 賃貸 未婚 単身 有
19 20代 男 大卒 乳児→養護（18）→家庭→家庭or友人宅→独居 正規 賃貸 未婚 単身
20 30代 男 高卒 家庭→養護（18）→独居（友人宅→独居）→【家庭】 正規 賃貸 既婚 妻
（妊娠中）
有
21 30代 男 中卒 家庭→養護（18）→独居（職場寮、友人・知人宅等→ア
パート）
正規 賃貸 未婚 単身
22 30代 男 高卒 家庭→養護→病院→家庭→養護→養護（18）→独居
（職場寮→アパート、一時ホームレス）
非正規 賃貸 既婚 単身 有
23 30代 男 高卒 家庭→養護（19）→独居 無職（解雇） 賃貸 未婚 単身
24 30代 男 高卒 家庭→養護（19）→独居→【家庭】（→離婚）→【家庭】 正規 賃貸 既婚 妻
25 30代 男 大卒 乳児→養護（19）→独居→【家庭】 正規 賃貸 既婚 妻、子
26 30代 女 高卒後専門学
校卒
家庭→養護（18）→家庭→独居→【家庭】 正規 賃貸 未婚 夫
27 30代 男 高卒
（定時制）
家庭→乳児→養護（15）→家庭→独居→【家庭】 正規 賃貸 既婚 妻・子
28 30代 女 高卒
（専修等）
家庭→養護（18）→独居orパートナー宅→【家庭】 （不明） 賃貸 既婚 夫、子
（施設）
29 30代 男 大卒 養護→養護（18）→独居→【家庭】 正規 賃貸 既婚 妻、子




正規 賃貸 既婚 妻





注１）‌記載内容は、すべてインタビュー調査実施現在 (2007 ～ 2010 年度のインタビュー調査時 ) におけるデータによる。





















　居住形態については、調査時では持ち家の 1人を除いて 30 人は賃貸（アパート等）である。
　結婚については、未婚が 18 人（このうちパートナーとの婚約中が 2人）、既婚が 13 人である。






































































































































③ 30 代～ 40 代
　結婚や職場における役割の転換（異動等）、離婚や失業、出産、子育てのなかで新たな課題
が生じるなか、生活基盤の維持に関する困難も語られた。










































































































































　本稿は、2010 ～ 2013 年度科学研究費補助金（基盤研究 C、課題番号 :22530645）「社会的養
護における支援課題としての社会関係形成－児童養護施設経験者の生活史から－」（研究代表
者：伊部恭子）、2010 ～ 2012 年度佛教大学特別研究費助成に関する研究成果の一部である。
 （いべ　きょうこ　　社会福祉学部）
